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江府町の人口
（6月30日現在）

世帯数1封7世帯
人　口　帥56人
（前月比13人増）
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取

＼

防
火
演
習
で
夏
の
陣

江
尾
地
区
で
消
防
演
習

七
月
三
十
一
日
、
江
尾
地
区
で
西
部

十
二
町
村
の
消
防
団
貝
や
江
府
消
防
署

員
ら
約
百
二
十
人
、
消
防
車
十
四
台
、

救
急
車
〓
口
が
参
加
し
て
、
西
部
広
域

消
防
圏
連
合
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
密
集
地
で
の
消
火
活
動
を

訓
練
す
る
と
と
も
に
、
大
火
災
に
発
展

し
た
時
の
町
村
相
互
の
応
援
を
迅
速
、

的
確
に
し
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
消
防
団
貝
は
、
暑
さ
の
中

を
き
び
き
び
と
ホ
ー
ス
中
継
な
ど
を
行

い
、
町
の
人
た
ち
に
防
火
思
想
を
植
え

つ
け
る
と
と
も
に
、
頼
も
し
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
し
た
。

消
防
の
課
題
は
、
火
災
を
未
然
に
防

止
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
第
一
段
階

で
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
こ
と

に
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
消
防
体
制

の
整
備
充
実
が
必
要
で
す
。

▲
ホ
ー
ス
中
継
を
行
う
消
防
団
員

Soumu
四角形

Soumu
四角形



＝
6
月
定
例
町
議
会
＝

国
体
対
策
室
を
新
設

」
八
月
定
例
町
議
会
は
、
」
八
月
十
八
日
か
ら

五
日
間
の
会
期
で
ひ
ら
か
れ
、
町
長
提
出
の

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。議

決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報町府江

父
子
年
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

本
町
独
自
の
制
度
条
例
で
、
国
民

年
金
法
に
基
づ
く
、
母
子
年
金
に
準

じ
て
父
子
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

が
、
母
子
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
準
じ
て
年
金
額
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
こ
の
条
例
の
改
正
は
、
保
険
税
の

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
及
び
所

得
割
、
資
産
割
等
の
税
額
、
並
び
に

低
所
得
者
の
減
額
限
度
額
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

集
会
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

集
会
所
（
児
童
館
）
の
設
置
場
所

の
表
示
が
、
こ
の
た
び
登
記
手
続
が

完
了
し
て
表
示
地
番
が
変
り
ま
し
た

の
で
、
条
例
の
一
部
改
正
を
し
た
も

の
で
す
。

運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

運
動
公
園
に
施
設
を
し
た
総
合
体

育
館
の
使
用
及
び
運
動
場
夜
間
照
明

の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
料
を

定
め
る
た
め
に
一
部
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

ほ
場
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

貝
田
地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事

業
と
し
て
、
貝
田
下
団
地
は
場
整
備

工
事
を
指
名
競
争
入
札
で
下
本
組
と

契
約
（
工
事
費
四
、
五
〇
〇
万
円
）

の
承
認
。

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
二
三

既
定
の
予
算
総
額
に
一
億
四
、
一
五

八
万
四
、
〇
〇
〇
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
十
九
億
六
、
一
五
八
万
四

、
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

今
回
の
補
正
の
主
を
も
の
は

山
村
振
興
対
策
事
業
（
多
目
的
集

会
所
建
設
）
、
同
和
対
策
事
業
（
ほ

場
整
備
事
業
）
、
米
原
分
校
建
設
事

業
で
す
。

課
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正

昭
和
六
十
年
国
民
体
育
大
会
の
本

町
に
お
け
る
山
岳
競
技
会
場
施
設
の

万
全
と
競
技
と
大
会
の
成
功
を
期
す

る
た
め
に
新
た
に
、
国
体
対
策
室
を

設
置
す
る
条
例
改
正
で
あ
り
ま
す
。

監
査
委
員
の
選
任

（別項）

監
査
委
員
改
選

七
月
七
日
で
任
期
満
了
と
そ
る
監

査
委
員
（
知
識
経
験
者
の
委
員
）
に

佐
藤
秋
寛
氏
（
貝
田
）
が
選
任
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

は
、
加
藤
寛
氏
（
佐
川
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
四
年
、
議
会

選
出
委
員
は
議
員
の
任
期
。

議長に藤原米治氏

町議会では、6月定例町議会

で議会常任委員会の各委員の選

＝出と正副議長の選任が行われ、

次のように人事を決定しました。

議
　
長
　
藤
原
米
治

副
議
長
　
白
石
秀
之

議
会
常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
、
順
序

は
譲
席
順
）

総
務
常
任
委
員
会

◎
川
上
正
　
○
藤
原
嘉
久

藤
原
米
治
　
岡
田
京
三
　
遠
藤
量
之

白
石
秀
之

経
済
建
設
常
任
委
員
会

◎
河
上
貞
也
　
○
加
藤
憲
三

中
村
眞
佐
雄
　
川
上
実
　
加
藤
寛

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
中
尾
雄
三
郎
　
○
清
水
要
範

住
田
孝
治
　
中
田
博
　
浜
本
博

◎

◎

町
長
日
誌

＊
5
　
日
＝

1
日
㈲
　
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
総
会

2
日
㈲
　
庁
内
会
、
中
小
企
業

小
口
融
資
審
議
会

4
日
㈹
　
町
教
育
振
興
会
（
鏡

ケ
成
）

6
日
励
　
米
子
出
張
、
農
林
部

長
来
庁

1
6
日
㈲

1
7
日
㈹

18
日
0
0

1
9
日
㈹

在
勤

西
部
町
村
長
会
（
米

子
）

高
槻
市
農
業
委
員
会

自
然
体
善
村
施
設
視

察
来
町

中
国
横
断
自
動
車
道

打
合
せ
会

郡
社
会
教
育
協
議
会

常
任
委
員
会
、
町
商

工
観
光
部
会

農
業
共
済
組
合
理
事

会
、
企
画
事
業
入
札

町
総
合
グ
ラ
ン
ド
ナ

イ
タ
ー
施
設
完
成
式
、

町
建
設
業
協
会
総
会
、

久
連
役
員
来
庁

中
電
岡
村
重
役
釆
荘
、

武
庫
大
区
役
貞
来
庁

商
工
会
惑
々
会

深
山
口
役
貞
来
庁

郡
社
会
教
育
協
議
会

Soumu
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（
の
裾
椚
関
川
鰻
冨
縞
紺
錯
帰
）

ー
つ

ご

き

総
務六

月
十
四
日
、
鳥
取
県
町
村
会
総

会
で
次
の
職
員
が
永
年
勤
続
職
員
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
町
村
会
長
表
彰
（
2
5
年
勤
続
）

谷
口
　
歌
子

県
町
村
会
長
表
彰
（
2
0
年
勤
続
）

橋
谷
　
郁
子

藤
原
　
敏
江

高
山
伊
磋
雄

企
画総

合
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
を
五

月
十
四
日
か
ら
点
灯
し
、
使
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

照
明
面
積
一
二
、
四
八
三
平
方
㍍

平
均
照
度
　
二
〇
三
ル
ッ
ク
ス

投
光
品
の
種
類
　
反
射
型
ラ
ン
プ
用
投

照
明
柱
　
光
器

照
明
柱
　
六
基

を
お
、
今
回
町
民
体
育
館
が
住
民

健
康
対
象
優
秀
施
設
と
し
て
、
照
明

学
会
か
ら
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
下
で
一
施
設
で
し
た
。

町
民

・
五
月
に
実
施
し
ま
し
た
赤
十
字
社

社
資
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
協
力
を
頂
き
、
目
標
額
（
五
五
九

千
円
）
に
対
し
、
一
〇
四
霊
の
募
金

を
達
成
し
ま
し
た
。
深
く
敬
意
と
感

謝
を
い
た
し
ま
す
。

・
各
福
祉
団
体
及
び
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
等
の
総
会
や
研
修
会
が
行
わ
れ
、

各
団
体
ご
と
の
育
成
と
会
員
間
の
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

保
健日

野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施
設

組
合
議
会
は
、
日
野
町
、
日
南
町
の

議
会
議
員
の
改
選
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
組
合
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
日
野
町
）
　
広
富
春
雄
　
青
戸
光
男

中
原
　
勝

（
日
南
町
）
　
中
田
　
博
　
福
岡
　
覚

岡
田
保
生

ま
た
、
五
月
三
十
日
、
組
合
議
会

定
例
会
で
議
会
構
成
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

議
　
　
　
長
　
広
富
春
雄
（
日
野
町
）

副
　
議
　
長
　
福
岡
　
覚
（
日
南
町
）

碧
常
任
委
員
長
　
河
上
貞
也
（
江
府
町
）

総
務
常
任
副
委
員
長
中
原
　
膵
（
日
野
町
）

農
林

・
六
月
十
六
日
、
貝
田
地
区
農
業
構

造
改
善
事
業
と
し
て
貝
田
下
団
地
は

場
整
備
工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
指

名
業
者
浜
本
組
、
住
田
組
、
美
保
土

建
、
下
本
組
に
よ
り
仮
契
約
金
額
四
、

五
〇
〇
万
円
で
下
本
組
と
仮
契
約
を

行
い
ま
し
た
。

な
お
、
貝
田
唐
舟
団
地
は
場
整
備

工
事
に
つ
い
て
も
、
一
、
六
〇
〇
万

円
で
美
保
土
建
と
請
負
契
約
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▲ほ場整備が行われる貝田唐丹団地

・
五
月
十
四
日
、
五
月
期
仔
牛
せ
り

市
が
行
わ
れ
、

一
頭
平
均
価
格
　
メ
　
ス
一
八
七
千
円

″
　
　
　
去
勢
牛
一
八
五
千
円

と
安
値
で
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
今
期

に
限
り
、
生
産
者
援
護
の
た
め
に
本

人
取
り
者
に
対
し
て
、
そ
の
利
子
補

㊧給
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

建
設

・
中
国
横
断
自
動
車
道
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
係
部
落
の
ご
理
解
の
も
と

に
用
地
、
杭
打
ち
を
完
了
し
、
用
地

測
量
に
つ
い
て
も
承
諾
を
得
て
実
施

の
運
び
と
在
り
ま
す
が
、
今
後
共
関

係
者
の
ご
理
解
の
も
と
に
対
処
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
四
月
五
日
、
久
遠
に
建
設
中
で
あ

り
ま
し
た
建
設
者
大
山
砂
防
江
府
出

張
所
が
開
所
し
ま
し
た
。
地
元
町
と

し
て
受
入
れ
と
今
後
の
業
務
遂
行
に

努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
省
に
よ
る
土
石
流
警

報
装
置
が
全
国
十
六
か
所
設
置
の
う

ち
下
蚊
屋
部
落
が
指
定
に
を
り
、
近

代
的
警
報
施
設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
土
石
流
災
害
防
止
に
役
立

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
、
別
掲
）

教
育土

地
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て
、

四
、
六
七
六
平
方
㍍
を
用
地
買
収
を
し
、

本
年
度
中
に
校
舎
鉄
骨
平
屋
建
二
九

四
平
方
㍍
、
体
育
館
鉄
骨
平
屋
建
三

八
二
平
方
㍍
を
建
設
し
、
日
光
地
区

の
文
化
セ
ン
タ
ー
的
施
設
も
加
味
し

た
も
の
と
し
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

引
続
き
グ
ラ
ン
ド
も
設
置
し
ま
す
。

・
懸
案
の
分
校
も
完
全
給
食
を
新
年

度
か
ら
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
分
校

の
給
食
人
員
は
、
五
十
人
で
、
本
校

と
同
じ
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
日
臆

2
1
日
用

2
3
日
㈲

2
4
日
㈹

～2
6
日
㈹

2
7
日
励

2
8
日
出

3
0
日
㈲

3
1
日
㈹

6
月
～
）

1
日
水

総
会
、
中
四
国
農
政

局
用
地
課
長
来
庁

久
郡
谷
造
林
協
議
会
、

町
商
工
会
総
会

町
母
子
会
総
会
（
三

朝
）

下
蚊
屋
農
業
用
ダ
ム

対
第
委
員
会

全
国
自
然
休
養
村
総

会
（
東
京
）

町
森
林
組
合
総
代
会

N
H
K
　
「
浪
曲
十
八

番
」
公
開
録
音

三
町
衛
生
施
設
組
合

議
会

発
電
関
係
所
在
市
町

村
協
議
会
（
東
京
）

＊
6
　
月

∴
　
∵

4
日
出

6
日
［
日

7
日
㈹

8
日
水

9
日
杓

母
子
会
研
修
会

（
三
朝
）

森
林
組
合
役
員
会
、

町
清
掃
組
合
総
会

下
蚊
屋
座
談
会
、
御

机
役
員
来
庁

町
道
大
河
原
線
竣
工

式溝
口
地
区
防
犯
協
議

会
総
会
、
商
工
会
青

年
婦
人
部
会

御
机
座
談
会
、
荒
田

Soumu
四角形
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流
災
害
ス
ト
ッ
プ

蚊
屋
に
予
警
報
装
置

町
職
員
の
異
動

町
で
は
、
七
月
一
日
付
で
次
の

と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
　
）
は
旧
任

▲土石流による悲惨な災害

わ
が
国
は
、
毎
年
梅
雨
期
や
台
風

期
に
は
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け

崩
れ
を
ど
の
土
砂
流
が
頻
発
し
、
人

命
、
財
産
に
莫
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
と
く
に
、
昨
年
七
月
の

長
崎
県
の
死
者
三
〇
〇
人
に
続
き
、

今
年
七
月
に
島
根
県
で
は
死
者
一
〇

三
人
と
い
う
悲
惨
な
災
害
と
な
り
ま

し
た
。
建
設
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
災

害
、
と
く
に
人
命
に
関
す
る
土
石
流

及
び
土
砂
流
に
対
処
す
る
た
め
、
土

砂
災
害
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

と
在
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
砂
防
ダ
ム
等
の
事
業

の
促
進
及
び
土
石
流
危
険
渓
流
の
表

示
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
十
六
か

所
の
土
石
流
危
険
渓
流
を
選
び
、
土

石
流
の
危
険
性
を
事
前
に
キ
ャ
ッ
チ

す
る
土
石
流
予
警
報
装
置
を
設
置
し
、

現
地
試
験
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

鳥
取
県
で
は
、
下
蚊
屋
地
内
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
警
報
装
置
は
、
降
雨
量
を
測

定
し
、
土
石
流
の
発
生
予
報
を
土
石

流
予
警
報
装
置
か
ら
電
話
に
よ
り
地

区
代
表
者
に
自
動
的
に
連
絡
す
る
こ

と
に
よ
り
、
土
石
流
発
生
前
に
安
全

を
場
所
へ
避
難
す
る
た
め
の
警
報
シ

ス
テ
ム
で
す
。

上
流
の
局
地
的
な
雨
量
が
キ
ャ
ッ

チ
で
き
る
の
で
、
避
難
準
備
や
警
戒
、

避
難
に
直
結
し
、
人
の
被
害
を
防
ぐ

の
に
プ
ラ
ス
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

課
長
級

国
体
対
策
室
長

課
長
補
佐
級

財
政
課
長
補
佐

町
民
課
長
補
佐

心
得
）

（
財
政
課
長
補
佐
）

森
．
正
幸

（
町
民
課
長
補
佐
）

大
塚
　
和
子

（
総
務
課
長
補
佐

亀
田
　
幸
満

係
長
級

財
政
課
財
政
係
長
（
財
政
課
課
税

係
長
）
　
　
　
　
什
内
　
敏
朗

主
事
補

総
務
課
行
政
係
兼
管
財
係
（
企
画

課
周
辺
整
備
係
）
原
　
　
義
博

「検診皆受診期す」

⑳　呵保健対策協議会ひらく

町民の心身の健康対策をたてる

ことと、その啓発、推進を行う「

江府町保健対策推進協議会（会長

井上町長、委員＝町内各種団体長

推進員＝各部落保健委員で構成）

の新年度会議は、6月24日日輪闇

で開催し、昨年の業務報告につづ

き、今年行う各健康診査・食生活

改善・母子保健・予防接種事業を

ど各般にわたる保健事業の計画を

審議、特に、今年から老人保健法

によって行うこととなった「一般

健康診査、胃がん、子宮がん根診

」などの実施要領について協議し

ました。

この検診は、鳥取県保健事業団

検診班の出張を得て、別項のとお

り町内を巡回実施しますが「高齢

化社会の今後を一層快適をものと

するのは老後の健康、そのため壮

年期から十分な健康管理を行う」

という保健事業の趣旨普及と、未

受診者をなくすることを期してい

ます。

1
0
日
励

1
1
日
出

12
日
㈲

13
日
㈲

1
4
日
㈹

1
5
日
㈹

1
6
日
㈹

1
7
日
恩

18
日
出

1
9
日
㈲

2
0
日
㈲

2
1
日
㈹

2
2
日
0
0

2
3
日
㈹

2
4
日
励

2
5
日
出

2
6
日
㈲

2
7
日
㈲

28
日
㈹

2
9
日
0
0

30
日
㈹

役
員
来
庁

西
部
町
村
長
会

在
勤

町
職
域
野
球
大
会
開

会
式

遺
族
会
総
会
、
農
政

局
建
設
部
長
来
庁

県
町
村
会
総
会

（
鳥
取
）

照
明
協
会
受
賞
式

（
鳥
取
）

農
林
事
業
入
札
、
振

興
局
長
来
庁
、
部
内

会
議

日
南
町
農
協
組
合
長

来
庁

定
例
町
議
全

町
地
域
バ
レ
ー
大
会

定
例
町
議
会

食
生
活
改
善
講
座
開

講
式
、
勤
労
協
役
員
会

定
例
町
議
会

全
国
発
電
立
地
環
境
部
全

町
保
健
対
策
推
進
協

議
会
、
柿
原
役
員
来
庁

選
挙
事
務
打
合
会

参
議
院
通
常
選
挙
投

票
日

日
野
地
方
農
林
振
興

協
議
会
（
根
雨
）

日
野
地
方
農
業
共
済

組
合
理
事
会
（
生
山
）

貝
田
地
区
は
場
整
備

起
工
式
、
中
電
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
来
庁

県
農
業
普
及
協
議
会

総
会
（
鳥
取
）
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江　　府　　町　　報

脳卒中を予防する食生活

⑳

死
因
で
多
い
の
は
伺
だ
と
思
い
ま
す
か
。
成
人
病
で
す
。

な
ん
と
町
内
の
主
要
死
因
別
死
亡
の
4
7
人
の
う
ち
3
1
人
が
、

脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
疾
患
な
ど
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
場
合
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
成
人

病
は
若
い
時
か
ら
兆
し
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

が
中
年
過
ぎ
か
ら
表
面
化
す
る
わ
け
で
、
若
い
時
か
ら
の

心
掛
け
と
摂
生
で
そ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
日
は
成
人
病
の
中
で
も
ト
ッ
プ
を
占
め
る

脳
卒
中
を
取
り
上
げ
、
そ
の
予
防
を
食
生
活
の
面
か
ら
み

て
み
ま
し
た
。

げ
、
し
い
て
は
脳
卒
中
の
ひ
き
が
ね

に
な
り
ま
す
。
必
要
以
上
に
糖
質
や

脂
肪
を
と
ら
な
い
で
、
適
当
に
運
動

を
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
を
は
か

る
こ
と
で
す
。

何
事
も
程
々
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
と
る
こ
と
が
最
良
の
予

防
方
法
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
と
は
ど
ん
な
病
気

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
動
脈
が
破
れ

た
り
つ
ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る
発
作

の
こ
と
で
、
破
れ
る
と
脳
出
血
と
在

り
、
つ
ま
る
と
脳
梗
塞
と
な
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
症
状
が
よ
く
以
て
い
る

の
で
、
合
わ
せ
て
脳
卒
中
と
い
っ
て

い
ま
す
。

脳
卒
中
を
起
こ
せ
ば
、
最
悪
の
場

主要死因別死亡状況

年 ’ 総
脳 心 悪 性 新 生 物 毛 不 意 炎 高 心 肝 自投

ぴ
消
火

そ
の卒

中
疾
患 胃 子 宮 ¢札 禁

の

事 故

及 び 疾

土息

硬
変

及

自体 患 苗 他

4 9 67 16 1 5 5 10 7 2 7 1 1 2 1

51 48 16 6 4 5 7 1 6 2 1

53 54 14 1 1 5 1 l 2 3 8 1 l 3 4

55 50 14 12 6 3 1 5 4 2 3

57 4 7 15 9 1 6 3 1 10 2

合
は
死
に
至
り
、
助
か
っ
た
場
合
に

も
手
足
の
マ
ヒ
が
後
遺
症
と
し
て
残

っ
た
り
、
と
き
に
は
知
覚
障
害
や
精

神
障
害
を
き
た
す
と
い
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
生
活

ま
ず
、
第
一
塩
分
を
と
り
過
ぎ
を

い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
食
塩
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム

が
血
圧
を
上
げ
る
原
因
の
ひ
と
つ
だ

か
ら
で
す
。

第
二
に
果
物
、
野
菜
、
海
草
類
を

十
分
に
と
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
、

鉄
分
な
ど
、
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い

物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

第
三
に
動
物
性
脂
肪
よ
り
も
植
物

性
油
を
と
る
こ
と
。
植
物
性
の
油
は

動
脈
硬
化
を
お
さ
え
る
働
き
を
す
る

た
め
で
す
。

第
四
に
肥
り
す
ぎ
は
危
険
と
い
う

こ
と
で
す
。
肥
る
こ
と
は
心
臓
に
負

担
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
が
血
圧
を
上

食
生
活
改
善
講
座
へ

3
6
名

食
生
活
改
善
協
議
会

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年

度
か
ら
町
で
実
施
し
て
き
た
「
食
生
活

ト
開
講
式
の
風
景

ヴ
ル
ー
プ
豊
嶋

改
善
講
座
」
の
新
年
度
開
講
式
が
六
月

二
十
一
日
、
日
輪
闇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
生
は
三
十
六
名
。
井
上

町
長
か
ら
「
子
供
を
育
て
、
年
寄
り
を

守
り
、
働
く
人
た
ち
の
健
康
の
基
と
在

る
食
事
の
工
夫
は
、
文
字
通
り
生
命
の

根
元
で
主
婦
の
使
命
は
重
大
。
一
方
、

食
品
が
商
品
と
し
て
流
通
に
重
点
を
お

か
れ
て
い
る
時
代
、
食
品
と
は
何
か
、

を
観
察
し
、
選
択
す
る
力
を
養
う
こ
と

も
必
要
。

こ
の
四
年
間
で
、
本
講
座
の
受
講
者

は
六
十
三
名
と
を
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
も
活
躍
頂
い
て
い
る
が
、
来

春
は
皆
さ
ん
を
加
え
、
ま
さ
に
百
名
の

人
に
家
庭
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
頂
く
こ
と
と
在
り
、
力
強
い

限
り
。
長
期
講
座
だ
が
十
分
力
を
つ
け

て
頂
き
た
い
」
。
と
示
唆
に
富
ん
だ
あ

い
さ
つ
と
激
励
の
言
葉
が
お
く
ら
れ
、

早
速
第
一
課
と
し
て
、
田
後
根
雨
保
健

所
長
の
講
義
を
う
け
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
年
度
内
に
十
回
、
肥
満
、

貧
血
、
腰
痛
の
予
防
、
中
、
高
校
生
の

食
事
を
ど
各
回
ご
と
に
立
て
ら
れ
た
テ

ー
マ
に
よ
っ
て
、
講
義
と
実
習
を
重
ね

て
い
く
こ
と
に
在
っ
て
い
ま
す
。
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⑳

（行事日程）

十　七　夜　大　壷圭

臨時バス

江
尾
十
七
夜
が
今
年
も

次
の
と
お
り
盛
大
に
催

さ
れ
ま
す
。
個
人
、

団
体
、
部
落
を
と

わ
ず
多
数
参
加

し
て
下
さ
い
。

吉原行　午後11時

小江尾入口発

御机行　午後11時

農協米倉庫前発

尾上原行　午後11時30分

白石スタンド前発

H　 Ll 時　 間 行　　　 事　　　 名 会　　 場

前 夜 祭

8 H 16 日

14 ：00 ～ 旗　　 火　　 打　　 上 久　 連　　 山

16 ：30 ～ 時　 代　　 行　　 列 江 尾 町 内

ク

一ケ
久 連 山

17 ：00 ～ i‾l二　美　 城　 太　 鼓

19 ：30～ 要　 大　 山　 踊　 り

（火） 19 ：30～・ 火　 文　 字　 点　 灯

山　　 車　　 展　　 示 江　 尾　 町　 内

十 七 夜

8 円 17 口

14 ：00 ～ 旗　　 火　　 打　　 仁 久　 連　　 山

14 ：00 ～ 少　 年 相 撲 大　 会 江 美 神 杜 場 内

19 ：00 ～・ 1 －　－L　 ‥夜　 太　 鼓 it 尾 町 内

ケ

久 連 山

ノン

卜 之 段 止こ場

il二 美 神 社

19 ：30 ～ 仁　　　 輪　　　 加l

20 ：00 ～ 火　 文　 字　 点　 灯

20 ：30 ～ 花 火 集　 中 打　 卜

21 ：00 ～

21 ：30 ～

十　 七　 夜　 踊　 り

（水） 〔十 七 接 踊 り保 存 会 に よ っ て 、踊 り

（古 代地 ） の 審 査 を行 い個 人 に

認 定 書 が 交 付 され ます 〕

荒 神 神 楽

山　　 車　 展　 示 江　 尾　 町　 内
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三三三主

江　　府　　町　　報

⑳

◆お尋ねします

強制加入というのは、もし加入しかければ

かこか罰則があるということですか。（一町民）

◆お答えします

罰則はありませんし、そういう意味での強

制ということではありません。法律に基づい

た国民の義務だという意味で“強制”といわ

れます。

◆お尋ねします
私は主婦で、主人が職場で年金に入ってい

ますがこういう場合は国民年金に人らをくて

もいいのでしょうか。　　　　（一町民）

◆お答えします
国民年金は強制加入が原則ですが、例外と

して、他の公的年金に加入している人たちの
配偶者（いわゆる主婦）や20歳に在った学生
さんは強制適用から除外されています。しか

そして、損得の点からいえば、早く加入し

た方が将来のためによいといえます。国民年

金は、早く加入すれば、それだけ年金額が多

くをるしくみだからです。

』
た
ず
ね
に　　ここレ言蒜■蒜歳蒜■義夫主義蒜1去気蒜

草　書誓こ、苦買三笠諾讐‡芸子孟羞苦言三三
ス　　　かナればならない人（当然加入被保険者）に

て　　　対ヒ了二任禦仝哲轡軍′言いご雪三1．

換気扇の手入れ

台所の換気扇は、油煙やほこ

りで、ひどく汚れやすいもので

す。長い間はっておくと、回転

のスピードがわるく在るほか、

器具そのもののいたみもひどく

なります。少をくとも3カ月に

1回は汚れをとるほうが、働き

をよくし、寿命を伸ばすポイン

トにをります。

（手入れ法1）

木片やヘラ、たわしなどで、

こびりついた汚れを取り、アン

モニアをたらした洗剤や粉石け

んで洗うと、きれいに在ります。

（手入れ法2）

小麦粉を直接ふりかけ、一定

時間おきます。油汚れを小麦粉

に吸着させてから、布でふきと

ります。細かい部分には、古い

歯ブラシを使うと便利でしょう。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
車

血
が
六
早
四
、
十
計
の
二
日

献
間
、
町
内
を
巡
回
し
、
二
六

の
人
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る

愛
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

科
学
や
技
術
の
発
達
し
た
今
日
で

さ
え
も
、
血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
を
通
し
て

人
の
生
命
を
支
え
ら
れ
る
の
は
、
あ

を
た
の
善
意
に
よ
る
献
血
だ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
「
献
血
を
通

し
て
人
と
人
が
助
け
合
い
」
と
い
う

精
神
に
そ
っ
て
献
血
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
ま
し
ょ
う
。
献
血
さ
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

献
血
者
芳
名
（
敬
称
略
）

6
月
14
日

前
田
建
設
・
フ
ジ
タ
工
業

中
島
雅
志
岩
本
宝
長
野
敬
司

高
橋
正
道
　
村
雲
　
力
　
勝
原
幹
雄

山
田
智
文
　
宮
地
靖
男
　
森
　
誠
治

石
川
重
平
　
佐
藤
清
美
　
斉
藤
消
二

田
高
忠
彦
　
関
内
温
子
　
小
久
保
末
男

白
浜
博
美
　
森
口
芳
明
　
藤
原
幸
太
郎

高
橋
昭
平
　
梅
林
童
子
　
西
岡
ま
ち
子

中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所

田
中
敏
郎
　
熊
谷
光
春
　
高
梨
　
潔

中
本
龍
治
　
萬
田
和
之
　
藤
原
和
子

安
達
貴
行
　
宮
本
恵
里
　
大
角
十
九
三

大
村
　
剛
　
川
上
幸
恵
　
福
田
い
ず
み

藤
原
昌
美
　
足
立
好
子
　
酒
井
　
洋

藤
原
寿
文
　
西
尾
憲
司
　
森
田
卓
郎

門
脇
祐
二
　
下
坂
美
鈴
　
加
藤
速
美

木
村
　
進
　
麻
生
茂
男
　
武
田
　
博

土
田
　
享
　
佐
藤
　
淳
　
国
頭
嘩
一
郎

江
府
町
役
場

塚
原
　
守
　
遠
藤
量
之
　
遠
藤
　
功

西
田
　
哲
　
山
川
清
市
　
中
川
秀
樹

竹
内
敏
朗
　
藤
森
史
子
　
影
山
祐
輔

千
藤
　
正
　
阿
部
朝
親
　
後
　
栄
子

矢
下
慎
二
　
野
田
克
人
　
川
端
睦
子

板
井
　
久
　
清
水
孝
司

6
月
1
5
日

江
尾
郵
便
局

岡
田
昭
一
長
尾
　
勝
　
白
石
祐
治

藤
原
英
子

大
成
・
奥
村
共
同
企
業
体

五
十
嵐
安
雄

川
上
　
力

田
村
洋
人

辰
己
　
暁

宮
本
　
充

高
木
　
健

長
尾
光
生

小
野
義
則

杉
藤
哲
也

阿
部
あ
け
み

三
好
重
丈
　
藤
原
俊
貞

久
賀
　
修
　
大
崎
博
美

永
岡
忠
光
　
矢
竹
　
勉

竹
久
良
江
　
八
幡
ヨ
シ
子

浦
部
弘
子
　
江
藤
倶
義

高
田
省
三
　
松
元
　
勝

桐
山
明
正
　
高
橋
　
桑

野
地
朝
光
　
吉
富
幸
雄

辰
己
利
男
　
宮
本
昭
典

仲
　
敬
三
　
久
寿
米
木
敏
江

飛
島
・

森
　
書
信

戸
村
和
彦

中
川
宗
一

川
口
甚
二

吉
田
秀
雄

山
田
信
秋

大
林
共
同
企
業
体

中
村
博
樹
　
渡
辺
貞
夫

宮
本
百
合
子
　
柏
木
義
雄

藤
村
信
昭
　
山
田
康
幸

河
口
補
正
　
石
山
秀
徳

児
玉
義
盛
　
坂
口
理
郎

伊
藤
英
徳
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運
動
ハ
ム
園
た
よ
リ

江　　府　　町　　報

利用者1万人突破

▲地域バレー大会

スポーツ公園

ー主な経過行事－

白
住
運
動
公
園
は
、
三
月
一
日
の
主
要
施
設
で
あ

る
町
民
体
育
館
開
館
に
よ
り
、
名
実
共
に
運
動
公
歯

と
し
て
の
機
能
を
開
始
し
、
五
か
月
た
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
町
民
バ
レ
ー
大
会
、
職
域
野
球
大
会
等

を
始
め
と
し
た
数
多
く
の
体
育
行
事
が
行
わ
れ
、
運

動
公
園
各
施
設
の
利
用
者
は
、
一
万
人
を
越
え
て
い

体
育
館
で
健
康
増
進

最
近
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要

性
が
さ
け
ば
れ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
な
ど
を
始

め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

又
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
健
康
管
理
の
手
段
と
し
て
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
日
常
の
生

活
の
中
に
、
何
ん
ら
か
の
形
で
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
公
園
施
設
は
、
町
民
の
方
々
の
健
康
増

進
を
願
っ
て
造
ら
れ
た
施
設
で
す
。
職
場
や
部
落
内

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
、
ど
し
ど
し
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
運
動
公
園
で
は
、
毎
月
各
種
体

育
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
観
戦
く

だ
さ
い
。

⑳

】

し■云＿　　　一二㌦工＿ふ∴“∴こ．遥感魂
▲ナイター風景

3
月
1
日
　
町
民
体
育
館
開
館
式

2
0
日
　
日
野
郡
軟
式
庭
球
イ
ン
ド

ア
ー
リ
ー
グ
戦

4
月
1
7
日
　
西
部
地
区
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
リ
ー
グ
戦

1
7
日
　
高
松
宮
杯
軟
式
野
球
日
野

郡
予
選

1
7
日
　
日
野
郡
O
B
春
季

庭
球
大
会

2
4
日

5
月
l
口
H

1

0
日

2
1
日

2
2
日

6
月
1
2
日

1
8
日

1
9
日

日
野
郡
軟
式
庭
球
大
会

西
日
本
軟
式
野
球
大
会

西
部
地
区
予
選

中
学
校
野
球
、
県
体
日
野

郡
予
戟

町
O
B
庭
球
春
苧
大
会

日
野
ク
ラ
ブ
杯
争
奮
軟
式

庭
球
大
会

町
内
職
域
野
球
大
会

県
体
予
選
・
日
野
郡
庭
球

大
会

町
内
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

2
8
日
　
町
内
小
学
校
軟
式
庭
球
大

会

Soumu
四角形
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で

体
力
ア
ッ
プ
を

昔
に
く
ら
べ
、
生
活
の
豊
か
に
を
っ

た
現
代
人
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

身
体
を
使
う
こ
と
が
、
極
度
に
少
を
く

な
っ
て
釆
ま
し
た
。

普
段
の
、
生
活
の
中
で
、
身
体
活

動
を
す
る
時
間
を
見
つ
け
る
の
も
、

な
か
な
か
、
大
変
を
こ
と
で
す
。

日
常
の
仕
事
や
、
農
作
業
に
お
い

て
も
、
同
じ
よ
う
を
姿
勢
を
、
続
け

る
事
が
多
く
を
り
が
ち
で
す
。

常
に
、
健
康
を
身
体
を
維
持
し
、

ケ
ガ
や
病
気
を
ど
を
、
予
防
す
る
た

め
に
は
、
何
か
の
形
で
、
毎
日
の
生

活
の
中
に
、
運
動
を
取
り
入
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
問
題
と
在
る
の
は
、
「

い
か
に
し
て
、
最
少
眼
の
時
間
と
、

最
少
隈
の
努
力
で
、
最
大
の
効
果
が
、

期
待
で
き
る
体
力
づ
く
り
を
す
る
か

」
、
と
言
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま

す
。一

般
に
、
人
の
身
体
は
、
四
十
歳

ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
老
化
を
始
め
、

四
十
五
歳
を
過
ぎ
る
と
、
体
力
低
下

尋

を
、
自
覚
す
る
よ
う
に
そ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

又
、
「
人
は
、
心
臓
と
肺
で
走
る
」
、

と
言
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
で
、
体

力
の
良
し
悪
し
は
、
心
臓
と
肺
の
能

力
で
、
大
き
く
変
わ
り
、
中
高
年
の

病
気
も
、
多
く
は
心
臓
と
肺
が
、
原

因
で
す
。

健
硬
を
体
力
を
、
い
つ
ま
で
も
持

ち
続
け
る
た
め
に
も
、
特
に
、
中
高

年
の
方
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
、

御
利
用
く
だ
さ
い
。

町
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

に
は
、
山
陰
で
も
、
屈
指
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
、
フ
ル
セ
ッ
ト
で
、

揃
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
せ
の
上
御
利

用
く
だ
さ
い
。

7
日
‥
2
［
臼

3
［
口

3
R
H

9
日

1

0
日

1

0
日

1

7
日

1

9
日

2

4
日

2
6
日

町
内
職
域
野
球
大
会

日
野
郡
稟
口
青
年
団
体
育

大
会

日
野
郡
児
童
庭
球
大
会
県

体
予
選

川
崎
杯
庭
球
大
会

日
野
郡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
親

善
試
合

解
放
同
盟
青
年
部
、
西
部

地
区
野
球
大
会

郡
民
体
育
大
会
庭
球
の
部

（
於
体
育
館
）

県
体
予
選
・
日
野
郡
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

日
野
郡
少
年
野
球
大
会

山
陰
少
年
株
式
庭
球
選
手

権
大
会

運動部の練習スナップ

少年野球教室

練習日

毎週水・木・土・日曜日

▲練習風景

バレー部

練習日

毎週火・金曜日

▲練習風景

バトミントン部

練習日

毎週月・木曜日

▲練習風景

Soumu
四角形
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固匹‖司回

訓練生の募集

米子総合高等職業訓練校

では、次の要領で訓練生を

募集しています。ご希望の

方は、最寄りの職業安定所
にお申込み下さい。

・募集科目、定員、訓練期間

溶接科10名　6か月

・応募資格

満65歳以下で学歴、性別

を問わをい。

・願書受付　8月23日まで

・願書提出先

公共職業安定所

・提出書類

入校願書（職業安定所備

え付け）

・選考日時

8月24日　午前9時

㊧

江　　府　　町　　報

・選考場所

米子技能開発センター

・選考内容　面接

詳細は、米子技能開発セ

ンター（℡0859－27－0111）

へお尋ね下さい。

身障者などの介護人

バス運賃の割引が改正

身体障害者及び精神薄弱

者の人と一緒にバスに乗ら

れる介護人のバス運賃の割

引が、6月10日から改正さ

れました。

これからは、介護人を要

する者であることを明示す

るシールを貼った身体障害

者手帳、または療育手帳を

バスの乗務員に呈示するだ

けで運賃割引が受けられる

ことに在りました。

をお、このシールの請求

と詳しいことは役場町民課

福律係へお尋ねください。

七
月
二
十
日
、
交
通
死
亡
事

故
の
異
常
発
生
に
よ
っ
て
、
県

下
に
　
〝
交
通
非
常
事
態
″
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
内
の
交
通
死
亡
事
故

は
、
七
月
に
入
っ
て
八
件
九
人

と
、
二
日
に
一
人
の
割
合
で
発

生
し
、
今
年
七
月
十
九
日
ま
で

に
三
十
六
人
が
死
亡
す
る
と
い

う
、
異
常
を
事
態
を
迎
え
て
い

ま
す
。こ

の
死
亡
事
故
の
特
徴
を
み

ま
す
と

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
六

割
以
上

・
十
代
、
二
十
代
の
若
い
年
代

に
よ
る
も
の
が
半
数
を
占
め

て
い
る
。

・
飲
酒
運
転
に
よ
る
も
の
が
非

常
に
多
い
　
（
九
件
）

・
半
数
以
上
が
夜
間
発
生
し
て

い
る
。

・
車
に
同
乗
し
た
人
が
十
人
も

亡
く
な
っ
た
。

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

特
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

や
飲
酒
の
た
め
、
前
方
の
危
険

を
さ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
死

亡
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
例
が

多
い
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
直
線
道
路
で
は
「

夜
間
、
前
の
車
に
接
近
し
過
ぎ

て
、
急
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
に
激
突
」
　
「
歩
行

者
や
自
転
車
に
気
づ
く
の
が
お

く
れ
て
衝
突
」
ま
た
カ
ー
プ
の

道
路
で
は
「
飲
酒
や
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
で
カ
ー
ブ
を
回
り

切
れ
ず
、
対
向
者
に
激
突
」
と

い
う
、
加
害
者
の
一
方
的
を
事

故
が
多
く
、
そ
の
大
半
は
二
十

代
以
下
の
若
者
達
で
し
た
。

こ
う
し
た
悲
惨
な
死
亡
事
故

を
繰
り
返
さ
を
い
た
め
に
、
み

ん
を
で
真
剣
に
事
故
防
止
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
溝
口
響
嚢
雷
よ
り
）

58年度

調理師試験受験案内

次のとおり調理師試験が

行われます。

●試験期日

9月20日（火）

●試験場所

西部総合事務所

●受験申請書の受付期間

8月22日から8月26日

●受験資格

中卒以上の人で、飲食

店営業、魚介類販売、そ

うさい製造業又は給食施

設（継続して1回20食、

1日50食以上を調理して

供給する施設）において

2年以上調理の業務に従

事した人

●受験願書の提出先

根雨保健所又は町役場保

健課

詳軌二ついては、受験願書

提出先へお尋ねください。

死
亡
事
故
二
日
に
一
人

交
通
非
常
事
態

Soumu
四角形
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江
府
俳
句
会
報

鳴
き
沈
む
雨
の
中
な
る
時
鳥

垂
直
に
落
ち
て
は
返
え
し
山
燕

井
　
上
　
中
山
香
（
武
庫
）

今
年
ま
た
霧
濡
れ
の
沙
羅
見
た
く
来
し

務
濡
れ
の
窓
返
に
青
き
蛾
を
見
た
り

遠
　
藤
　
満
　
枝
（
江
尾
）

黒
雲
は
大
山
領
の
夕
立
雲

若
萩
の
一
様
に
揺
れ
山
静
か加

　
藤
　
泉
　
翠
（
俣
野
）

い
つ
来
て
も
山
は
宝
庫
よ
乗
の
花

白
妙
の
綾
を
織
り
を
し
カ
ラ
ー
活
け

藤
　
原
　
暗
　
江
（
俣
野
）

ま
だ
摘
め
る
よ
と
手
に
見
せ
る
夏
蕨

白
樺
の
棄
づ
れ
の
音
の
梅
雨
最
中

古
　
川
　
図
　
番
（
江
尾
）

命
や
命
令
車
命
や

人
の
動
き

書
命
令
書
♯

（
6
月
届
）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

中奥加速藤木岡南
川　田藤藤原畑本波

健
二

幸
枝星

誓
調
）

千
讐

柿
　
原
　
奥
田
沙
緒
理

小
江
尾
　
土
居
順
一
郎

佐
　
川
　
住
田
雄
一
郎

小
江
尾
　
空
揚
一
美

久
　
遠
　
関
内
　
裕
子

正　　孝卓哲
康語昭磨志

長　三長長長
女男　男男　女

宇
田
川
重
徳

澤

田

一

美

高
野
　
勇
人

平
島
み
ど
り

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

下
安
井
桧
原
た
ね
7

0
歳
理
江
宅

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

…
日
英
銅
…
）

岡
田

加
藤

下
原

住
江

鏑
）

相川■‥い‥－．〉

追捕）

日
南
町

御
机
か
ら

㌧
一
∴
‥
「
〉

溝
口
町
か
ら

江
尾

岡
山
県
赤
磐
郡
か
ら

武
庫

日
南
町
か
ら

助
澤

溝
口
町

江
尾
か
ら

武
庫

島
根
県
安
来
市
か
ら

久
遠

西
伯
郡
淀
江
町
か
ら

島
根
県
松
江
市

俣
野
か
ら

貝
田

八
頭
郡
八
東
町
か
ら

俣
野

長
崎
県
北
松
浦
郡
か
ら

和
歌
山
県
和
歌
山
市

美
用
か
ら

人口と世帯
（5月31日現在）

5，043人

2，434人

2，609人

1，312世帯

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

六
月
中
寄
託
分

内
祝
と
し
て

新
道
　
細
田
愛
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
原
　
砂
口
利
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

新
道
　
生
田
依
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
影
山
弘
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
書
岡
一
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

助
沢
　
北
村
時
和
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
谷
田
さ
わ
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

助
沢
　
加
藤
武
夫
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

久
遠
　
竹
内
増
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
長
尾
公
江
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
野
田
さ
つ
こ
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

香
典
返
し
と
し
て

下
安
井
　
桧
原
理
江
殿

（
母
た
ね
様
ご
逝
去
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

＝
＝
・
善
意
銀
行
受
払
報
告
‥
＝
・
！

…
L
五
月
末
累
計
額

三
百
四
十
八
万
七
千
六
十
七
円

日
　
生
ハ
月
中
寄
付
額
　
十
三
万
円

内

　

訳

香
典
返
し
　
五
千
円

快
気
枕
　
十
二
万
五
千
円

…
3
支
出
額

需
用
費
一
万
五
千
九
百
七
十
円

負
担
金
　
五
万
t
亨
八
百
六
十
円

寄
附
金
　
二
百
五
十
万
円

‥
生
ハ
月
末
累
計
額

百
四
万
八
千
二
百
三
十
七
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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ふ
る
さ
と
地
名
等
⑧

五
明
（
ご
め
い
）
俣
野

「
五
味
」
・
「
五
明
」
は
泥

地
の
称
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

地
は
岩
谷
川
と
本
谷
川
が
大
き

く
湾
曲
し
た
合
流
点
に
挟
ま
れ

た
扇
状
の
台
地
で
あ
り
、
扇
の

異
称
で
あ
る
「
ご
め
い
」
に
起

因
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。

ト
ロ
ヲ
　
俣
野

「
瀞
」
の
を
ま
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
秩
父
の
長
瀞
、
紀
伊

鞄
里
〝
魂
」
は
「
静
か

な
水
」
を
意
味
す
る
。

比
較
的
急
流
の
俣
野
川
も
、

こ
の
あ
た
り
で
も
し
ば
ら
く
ヨ

ド
ミ
を
見
せ
て
お
り
静
に
ふ
さ

わ
し
い
。

鳥
居
畑
（
と
り
い
ぼ
た
）

宮
市

兵
庫
県
出
石
町
、
京
都
府
京

北
町
に
「
鳥
居
」
、
滋
賀
県
彦

根
市
に
「
鳥
居
本
」
が
あ
る
。

彦
根
市
の
鳥
居
本
は
附
近
の
神

社
の
鳥
居
に
朝
ん
だ
地
名
と
い

う
○

宮
市
の
　
「
鳥
居
畑
」
は
宮
市

神
社
の
神
裸
畑
で
あ
っ
た
所
と

伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
御
机
に
は
「
御
供

田
」
・
「
役
田
」
、
大
河
原
に

も
「
諸
法
神
田
」
が
あ
る
。
御

机
は
大
山
寺
、
大
河
原
は
大
河

原
神
社
関
係
の
土
地
で
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ゲ
　
　
宮
市

伯
者
地
方
の
方
言
で
、
「
要

害
」
の
こ
と
を
「
イ
ゲ
」
と
い

う
0

「
要
害
」
は
、
地
勢
が
険
阻

で
敵
を
防
ぎ
味
方
を
守
る
に
便

利
な
城
塞
を
意
味
す
る
中
世
的

地
名
で
あ
る
。

宮
市
神
社
西
方
の
山
上
に
あ

る
古
城
跡
も
、
「
伯
書
志
』
に

「
村
の
東
南
二
丁
許
に
あ
り
て

字
を
恵
下
山
と
呼
ふ
伝
詳
な
ら

す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
江
府
町
史
か
ら
）

命令命命帝都命

人の動き
命令命令尊命⑳

（5月届）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
川
　
角
嶋
　
結
香
　
　
売
人
　
二
女

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

井
上
萱
志
夫

別
所
　
清
子

古
瀬
順
一
郎

別
所
　
成
子

枝
折
　
　
薫

森
本
　
晴
子

奥
田
　
隆
拒

田
村
　
昌
子

矢
野
　
　
稔

船
田
　
三
鈴

川
上
　
　
彰

大
田
さ
つ
き

））））））

米
子
市

下
安
井
か
ら

長
崎
県
大
村
市

下
安
井
か
ら

米
子
市
か
ら

俣
野

柿
原

溝
口
町
か
ら

江
尾

東
京
都
府
中
市
か
ら

江
尾

溝
口
町
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

柿
原
　
奥
田
　
利
治

貝
田
　
森
田
　
鹿
子

息
文
宅

彷
正
宅

野志森坂　川　仲　山
口　智　田本上村本

卓泰　　浩幸　久睦
実子享子男　美男

中
尾
由
美
子

淡
野
む
つ
巳

清
水
　
厚
子

山
口
　
　
頁

福
田
美
津
子

錮
机
書
㍍
）

辰
巳
　
敏
彦

岡
田
す
ず
か

紺…摘虹）

俣
野

日
野
郡
溝
口
町
か
ら

美
用

東
京
都
大
田
区
か
ら

貝
田

兵
庫
県
津
名
郡
か
ら

西
伯
郡
会
見
町

俣
野
か
ら

神
戸
市
兵
庫
区

柿
原
か
ら

江
尾

名
古
屋
市
中
区
か
ら

大
河
原

大
阪
府
東
大
阪
市
か
ら

奈
良
県
桜
井
市

江
尾
か
ら

西
伯
郡
淀
江
町

洲
河
崎
か
ら

ありがとう

ございました

（5月中寄託分）

柿
原
　
奥
田
息
文
殿

（
父
利
治
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本
二
　
福
田
絹
江
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

新
二
　
桧
原
義
人
殿
妄
女
恵
理
子
様
退
院
）

佐
川
　
清
水
　
滋
殿
（
二
女
由
美
様
退
院
）

御
机
　
加
藤
虎
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

久
連
　
水
下
　
勇
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
の
前
谷
口
隆
一
殿
へ
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
森
田
留
理
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
五
　
中
前
久
別
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
市
　
河
上
　
覚
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

新
道
　
松
井
喜
久
江
殿
へ
ご
本
人
様
退
院
）

新
二
　
福
田
善
寛
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
話
竹
川
鈴
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

⑳

香
典
返
し
と
し
て

実
用
　
川
上
陽
子
殿

（
夫
寅
男
様
ご
逝
去
）

貝
田
　
森
田
彷
正
殿

（
母
鹿
子
様
ご
逝
去
）

⑳

…
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
！

L
四
月
禾
累
計
額

三
百
三
十
一
万
七
千
六
十
七
円

2
．
五
月
中
寄
付
額

十
七
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
　
六
万
円

快
気
祝
　
　
十
一
万
円

3
．
五
月
禾
累
計
額

三
百
四
十
八
万
七
千
六
十
七
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形


